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時間 

 

５月行事予定  

2 月 委員会活動(４～６年) 

6 金 尿検査  

9 月 聴力検査(３.５年)、クラブ活動(５・６年) 

クラブ見学（４年）、SC来校 

10 火 Ｂ時程(５時間)、個人面談①、安全指導 

11 水 聴力検査(１.２年)、避難訓練（集団下校） 

12 木 Ｂ時程(５時間)、個人面談② 

13 金 Ｂ時程(５時間)、個人面談③ 

14 土 土曜授業、補習、田植え(５年)、 

16 月 個人面談④、SC来校 

17 火 Ｂ時程(５時間)、個人面談⑤ 

18 水 ４時間 

19 木 眼科健診（全） 

20 金 遠足（５年） 

23 月 尿検査二次、SC来校 

24 火 耳鼻科検診（全） 

25 水 歩行訓練（１年） 

26 木 遠足予備日（５年） 

27 金 遠足（1，2年） 

30 月 委員会活動（４～６年）、 

歯科講話、歯科検診（１～３年）、SC来校 

＊SC:スクールカウンセラーの来校日です。 

 

〇５年生「大東米づくり」がスタートしました！！ 

地域学校協働本部の方からの呼びかけで、地域の斎藤良

三さんをはじめ、PTA、PTAのOB、在校生卒業生数名が先

日、学校園の田んぼに集まり、代かき前の荒かきをしてくだ

さいました。そして、４月２１日にも、地域の方々の協力を

得ながら、５年生が無事に代かきを行うことができました。

ご協力をいただきました皆様、本当にありがとうございまし

た。（今月１４日（土）田植え予定です。） 

 

５月の生活目標 友達となかよくする 

５月の安全目標 集団で安全に行動する 

 

令和４年５月２日発行 

大田区立大森東小学校 

校長   伊東  瑞穂   

友達との関わりを大切に     

副校長 矢吹仁寿 

  

先日の保護者会には、年度始めのお忙しい中、多く

の保護者の方々にご来校いただきましてありがとうご

ざいました。 

 新年度が始まって、約１か月が経ちました。学校説

明会で、学校長から説明があった「全ての児童が学校

生活を楽しく」過ごすために大切なことの一つである

友達との関わりについて紹介します。 

 朝遊びや休み時間、校庭では、ジャングルジムや滑

り台などの遊具で遊んだり、鬼ごっこをして走り回っ

たり、ボールを使って遊んだりと、友達と楽しそうに

触れ合う姿が多く見られます。 

 朝の時間、玄関や花壇では、友達と協力しながら風

で舞い降りた桜の花びらをほうきで集めたり、水やり

をしたり、登校してくる児童に「おはようございま

す」と挨拶をしたりと、委員会活動の児童が頑張って

います。 

１年生の登校を、当番の６年生が朝玄関で出迎え、

教室まで連れて行き、朝の準備の支援等、１年生のお

世話を丁寧にしてくれています。とても頼りになる６

年生がそばにいてくれて、１年生も安心して小学校生

活をスタートできています。 

各教室では、新学年の先生と新しいスタートを切り

ました。授業が始まると、各教室では、先生の問いか

けや友達の発表を真剣なまなざしで一生懸命に聞き、

手を挙げてお互いの考えを伝え合おうとする姿も見ら

れます。 

 先日行われた、縦割り班の初顔合わせでは、５年生

が１年生を教室まで迎えに行って集合場所まで連れて

行き、６年生が優しく声をかけながら下級生をリード

していました。小規模校ならではの縦のつながりも大

切にしています。 

また、１、２年生の生活科では、学校にある施設の

紹介を２年生が画用紙に絵と文で書き、１年生に一生

懸命に説明していました。２年生に教わったことをも

とに、その後１年生は校舎内を回り、無事に学校探検

の学習につなげることができました。 

３、４年生の遠足では、電車に乗って横浜の「はま

ぎんこども宇宙科学館」に行ってきました。コロナ禍

で遠足はなかなか実現できなかったのですが、学年毎

にグループを組み、見学のマナーを守って回りながら

交流を深めていました。 

学校にいる時間の中で、様々な人と関わることで、

子供たちは成長していきます。私自身、小学校時代に

関わった友達のことはよく覚えています。特に友達と

遊ぶことが大好きでした。友達のお陰で危機を乗り越

えたことも沢山あり、互いに成長し合うことができま

した。 

子供たちが大人になった時に「大東小は楽しかった

な」と振り返ることができるよう、これからもいろい

ろな友達と積極的に関わり合う機会を設けていきたい

と思います。 

  

学校目標 

・考える子ども ・温かい子ども ・強い子ども 


